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第１問 B 問４生物基礎

与えられた情報と知識を関連づけて考察する問題

202３年度大学入学共通テスト
「生物基礎」
受験者数： １１９,６９８人
平均点： 2４．６６点
標準偏差： １０．１４

～中略～

【出典】 問題・データとも、2023年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和５年度大学入学共通テスト（本試験）平均点等一覧（中間集計その２）」のものです。
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ある細胞における細胞周期の時期について、設問文から得られる情報と、細胞分裂に関

する知識を関連づけながら考察する問題でした。「細胞周期は、G1期→S期→G2期

→M期をくり返し、分裂はM期、DNAの複製はS期にそれぞれ行われる」という知識をふ

まえて、タンパク質X・Yに関する情報を整理する必要があり、生物基礎の知識にもとづい

て科学的に考察する力が問われました。

共通テストでは、教科書に記載されている知識を単純に問う問題はほとんどみられず、基

礎的な知識を活用して判断する問題が多くみられました。2年生のうちからの共通テスト

対策でまず大切なのは、このような問題を解く際の土台となる「活用できる知識」を習得

することです。演習問題を通じて教科書に掲載されている基礎的な知識や概念を確実に

定着させるとともに、学習した内容が曖昧になっていないか、教科書や資料集に立ち戻っ

て確認をする習慣をつけさせることが重要になります。さらに、断片的な知識の定着とな

らないよう、分野の内容を体系的に整理・理解させることも大切です。普段授業で学ん

だことを図や式などを用いて表現させることで、より整理された深い理解につながると

考えられます。また、見慣れない図表やグラフを用いた考察・推論問題において解答に必

要な知識を引き出せるよう、 本格的な実戦問題で、関連する知識を引き出す演習を行う

こともお勧めします。
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与えられた情報と知識を関連づけて考察する問題 第２章 生物の体内環境の維持
STEP３問題16「免疫２（免疫と疾患）」

教材のご紹介… 「進研WINSTEP 生物基礎［改訂版］」

「2024共通テスト対策【実力完成】直前演習 生物基礎」（2023年6月発刊）

共通テスト形式の問題で既習事項を復習し、３年生２学期からの本格的な実戦演習へ

定価630円（税込み）

解答解説

Pointをわか

りやすく明示
解答に必要な知識や

考え方をわかりやすく

解説


